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はじめに 
 
 
『 英文法授業ノート（ Grammar Notebook ）』は、中学や高校で学んだ英文法の知識を

再確認しつつ、これから英語でコミュニケーションをとる能力を高めていくための基礎を

築くことを目的としたワークシート形式のテキストです。 
 
ここで言うコミュニケーション能力とは、単に英会話力だけでなく、グループワークや

ディスカッションにおいて相手の意見を聞いて自分の考えを端的に発信したり、プレゼン

テーションやディベートの準備あるいはレポート作成のための情報収集において、アカデ

ミックな文章を読んで考えをまとめて発表したりする力も含まれます。いずれの活動に 

おいても、言語を正確に理解して運用するためには文法の知識は欠かせません。 
 
学習者としては間違えることを恐れずに英語を使ってコミュニケーションを持続させる

スキルも大切ですが、その場しのぎの英語で何とか切り抜けていくより、文法をしっかり

学び表現を豊かにしていくことで、より深くコミュニケーションをとり、もっと自由に  

楽しく英語を使うことができたら素敵なことではないでしょうか。 
 
本書は、このようなコミュニケーションのための英文法の学習を支援するテキストです。

タイトルに「授業ノート」とある通り、英文法を一から学ぶ参考書というよりは、教室で

の「授業」における板書や解説を学習者が自分でまとめた「ノート」をイメージした構成

となっています。そのため読み物としてではなく、授業で板書をノートに書き写すように

手を動かしながら要点を確認し、例文とそれぞれ横に添えてあるワンポイント解説に目を 

通しながら英文を空欄に書き込んで完成させていくワークシートとして活用してください。 
 
これまでの英語の授業でがんばってノートをとってきたものの、いつの間にかノートが

複数冊になり、また教わる先生によって板書やプリント、解説の仕方も変わってくるため、

すべての文法項目をまとめたノートを持っているという人は少ないのではないでしょうか。

本書は、神田外語大学にて開講されている英語科目 Basic EnglishⅠ・Ⅱ にて実際に使用

している「 ハンドアウト  ～ 英文法編 ～ 」を１冊のノートに見立てたものです。これから   
英語を使っていろいろなことにチャレンジしていこうとするみなさんに、基本となる文法

の知識を確認し、実際のコミュニケーションの中で応用していけるように練習するための

ノートとして役立てていただければ幸いです。 
 

２０１８年７月 
 

北村孝一郎 
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本書の使い方 
 
中学校・高校の授業で扱われる英文法の中で主だった２７項目を、さらに項目によって

いくつかに分けて１０８のシートで取り上げています。文法項目の順序については、神田

外語大学で開講されている英語科目 Basic English Ⅰ・Ⅱのシラバスに合わせていますが、

自分の興味のある項目や授業で扱われている項目などを優先して取り組むこともできます。

ただし、後の方にある項目では、それまでの項目で扱った内容を踏まえた説明や前出の形

式を応用した例文が含まれることがありますので、全項目をまとめて学習するのであれば

最初のページから順に進めていきましょう。 
 
構成は、１つの項目に見開きで２ページ、左ページの説明／右ページの練習用シート  

から成り、それぞれ [ 要点 ]・[ 例文 ]・[ ワンポイント解説 ]の大きく３つのパートに 

分かれています。なお、一部 [ 要点 ]、[ 例文 ]のみを取り上げているシートもあります。 

 
※ 左ページの説明シート 
 
 
[ 要点 ] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ 例文 ]                            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ ワンポイント解説 ] 

 
[ 要点 ]  授業での「板書」をイメージして書かれており、文法項目の重要なポイント 

を簡潔にまとめてあります。 
 

鍵となる情報については、右ページの練習用 
シートに空欄を設けてありますので、書き込み 
ながら基本を１つ１つ確認して進めてください。 
要点だけ見てもよくわからない場合は、英文法 
の参考書等で適宜詳しい解説を読み直すように 
しましょう。 
 
[ 例文 ]  それぞれの文法形式で表すことのできる基本文として、アカデミックな内容 

や 試験対策に特化した英文ではなく、汎用性の高いものを掲載しています。 
 

読んで理解するだけで済ませず、右ページの練習用シートに英文を書き、それを使える

ようになるまで練習してください。さらに例文の一部（主語・動詞・目的語など）を書き

換え自分自身や身の回りの事を表す内容にして、自分だけのオリジナルの台詞をつくって

いきましょう。 
【 英作文 】 

※ 右ページの     6 私は（今のところ）東京に住んでいます。 
練習用シート 

 
 

例文通り I’m  living  in Tokyo. 
→ I’m  living  in Makuhari.  
→ I’m  staying  with my sister  ( until I find an apartment ). 

 
[ ワンポイント解説 ]  それぞれの例文について授業でよく質問される点を中心に 

解説をメモ書きしてあります。 
 
文の構造・形式についての補足説明だけでなく、類似表現や微妙な意味の違いが生じる

表現、間違えやすい用法の注意点など、様々な情報を添えています。なお、本書での説明

は言語学的な厳密性よりも学習向けに実用に則したものとなっています。 
 
実際のコミュニケーションでは、あるいは英語の授業においてでさえ、失礼があったり

誤解を招いたりするような重大な場面を除いては、英語を話している際に相手から文法の

誤りを指摘されることはそう多くありません。普段の生活の中で英語を話す機会の多い人

や長年英語を使って仕事をしている人でも、自分の英語の正確さを意識して修正すること

はあまりないものです。細かいミスに気を取られずにコミュニケーションをとれることも

大切ですが、気づかないまま間違った文法形式を一生使い続けていくことにならないよう、

流暢さだけでなく正確さを高める学習の機会も大切にして取り組んでいきましょう。 
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本書の使い方 
 
中学校・高校の授業で扱われる英文法の中で主だった２７項目を、さらに項目によって

いくつかに分けて１０８のシートで取り上げています。文法項目の順序については、神田

外語大学で開講されている英語科目 Basic English Ⅰ・Ⅱのシラバスに合わせていますが、

自分の興味のある項目や授業で扱われている項目などを優先して取り組むこともできます。

ただし、後の方にある項目では、それまでの項目で扱った内容を踏まえた説明や前出の形

式を応用した例文が含まれることがありますので、全項目をまとめて学習するのであれば

最初のページから順に進めていきましょう。 
 
構成は、１つの項目に見開きで２ページ、左ページの説明／右ページの練習用シート  

から成り、それぞれ [ 要点 ]・[ 例文 ]・[ ワンポイント解説 ]の大きく３つのパートに 

分かれています。なお、一部 [ 要点 ]、[ 例文 ]のみを取り上げているシートもあります。 

 
※ 左ページの説明シート 
 
 
[ 要点 ] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ 例文 ]                            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ ワンポイント解説 ] 

 
[ 要点 ]  授業での「板書」をイメージして書かれており、文法項目の重要なポイント 

を簡潔にまとめてあります。 
 

鍵となる情報については、右ページの練習用 
シートに空欄を設けてありますので、書き込み 
ながら基本を１つ１つ確認して進めてください。 
要点だけ見てもよくわからない場合は、英文法 
の参考書等で適宜詳しい解説を読み直すように 
しましょう。 
 
[ 例文 ]  それぞれの文法形式で表すことのできる基本文として、アカデミックな内容 

や 試験対策に特化した英文ではなく、汎用性の高いものを掲載しています。 
 

読んで理解するだけで済ませず、右ページの練習用シートに英文を書き、それを使える

ようになるまで練習してください。さらに例文の一部（主語・動詞・目的語など）を書き

換え自分自身や身の回りの事を表す内容にして、自分だけのオリジナルの台詞をつくって

いきましょう。 
【 英作文 】 

※ 右ページの     6 私は（今のところ）東京に住んでいます。 
練習用シート 

 
 

例文通り I’m  living  in Tokyo. 
→ I’m  living  in Makuhari.  
→ I’m  staying  with my sister  ( until I find an apartment ). 

 
[ ワンポイント解説 ]  それぞれの例文について授業でよく質問される点を中心に 

解説をメモ書きしてあります。 
 
文の構造・形式についての補足説明だけでなく、類似表現や微妙な意味の違いが生じる

表現、間違えやすい用法の注意点など、様々な情報を添えています。なお、本書での説明

は言語学的な厳密性よりも学習向けに実用に則したものとなっています。 
 
実際のコミュニケーションでは、あるいは英語の授業においてでさえ、失礼があったり

誤解を招いたりするような重大な場面を除いては、英語を話している際に相手から文法の

誤りを指摘されることはそう多くありません。普段の生活の中で英語を話す機会の多い人

や長年英語を使って仕事をしている人でも、自分の英語の正確さを意識して修正すること

はあまりないものです。細かいミスに気を取られずにコミュニケーションをとれることも

大切ですが、気づかないまま間違った文法形式を一生使い続けていくことにならないよう、

流暢さだけでなく正確さを高める学習の機会も大切にして取り組んでいきましょう。 
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